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「もう節約するものがない。１０％増税は

何としてもやめてほしい」と年金生活者。

「これ以上、消費税が上がったら商売やって

いられない」と商店主。長引く消費不況で家

計が苦しくなっているときに消費税増税など

とんでもありません。

くらしに痛みを押しつける政治に正面から

立ち向かい、いのち・くらし最優先の市政へ

全力をつくします。

小林まみ子への一票で政治を変えましょう。

消費税１０％ストップ
今からでも中止できます

大企業・富裕層に応分の負担を

くらしと営業を壊す消費税増税。日本共産

党が躍進すれば、増税はストップできます。

これまで２度増税を中止させました。

国保料の引き下げ
全国知事会も求める 公費１兆円投入で

全国自治会も求める公費１兆円の投入で均

等割などをなくせば年収４００万円４人世帯

で約１５万円の引き下げになり、サラリーマ

ン並みの国保料に引き下げることができます。

原発再稼働ストップ
原発ゼロへ。再生エネルギーに転換を

老朽化した東海第二原発で過酷事故がおこ

れば、甚大な被害が発生します。「原発再稼

働ストップ」の声を県・国に届けます。

９条改憲 NO！
憲法を生かした平和外交を

自衛隊が憲法に書き込まれれば、戦争する

国づくりへの歯止めがなくなります。アメリ

カいいなりに兵器を爆買する安倍政権。

憲法９条を変えさせていいのでしょうか。

１９６４年生まれ（５５歳）。勝田一中、県立東海高校、茨

城キリスト教短大卒。日立市議４期、新日本婦人の会

日立支部委員。家族/夫、一男二女。弁天町在住。

【選挙事務所】弁天町３-４-１９ 電話・Fax（３２）７０５６

証紙



小中学校へのエアコン設置

入学準備金の入学前支給実現

昨年の９月議会。「各地で学校での熱中症発症が絶

えません。早急に市内のすべての小中学校にエアコン

設置を」と質問。今年の夏までに設置される見通しで

す。「どの子も笑顔で入学式が迎えられるように」と、

入学準備金の引き上げと入学前の支給を要求し実現し

ました。

県内一のためこみ金 ２５４億円

市民のくらし・福祉・子育てに

県内主要都市のため込み金（Ｈ29決算）

■国保料・介護保険料の引き下げ

■ １８歳までの医療費完全無料化

■学校給食費の無料化

■保育園・学童保育の充実

■高齢者の交通手段確保

■にぎわいのある街づくり

日立市 ２５４億円

ひたちなか市 １５７億円

つくば市 １１０億円

水戸市 １０１億円

質問回数 ０ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ １０ １５ １６

人 数 ７ １ １ ２ ３ １ １ ２ ３ １ １ ３

※日本共産党の小林まみ子議員と大曽根勝正議員は、毎議会欠かさず４年間で１６回質問しました。

小林まみ子を

再び市議会へ

発言回数は、市議会第１位

市民の願いをとどけて実現めざす…これ

が議員の大切な役割。ところが２８名の議

員の中で、４年間の議会（年４回で１６回）

で一般質問０回が７人、１０回以上はわず

か５人です。

「東海第２原発２０年延長ストップ」

「安心できる年金制度」などの請願につい

て議会は否決。切実な願いを踏みにじって

います。

一人ひとりが
大切にされる市政
一人ひとりが大切にされる市政を…これが小林まみ子議員のモットーです。「高すぎる国保料の軽減を」「安心して働けるよう保育の待機児童解消を」「審議会への女性委員の積極的な登用」「セクハラを受けても声を上げられない現状への対策を」など、市民に寄り添い、女性の目線で発言してきました。

平和な社会が私の原点
夏の「核兵器廃絶・平和行進」には毎年欠かさず参加。「戦争のない平和な社会」の実現が活動の原点です。地元の夏祭りや行事にも積極的に参加し、地域の信頼をあつめています。
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